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＜研究の概要＞ 

 地域・都市の各種拠点配置特性に応じて、求められる道路の階層数と目標旅行速度の組み合わせを明示し、

機能階層型道路ネットワーク計画を立案する手法を提案するとともに、任意の道路ネットワークの機能階層化度

の評価指標を開発することを目的とする。 

 

＜ＦＳ評価結果＞ 

 階層化度の概念のほか、階層化度を表現する方法等について検討を進め、研究成果を得ている。またこの研

究成果を受けて、機能階層型道路ネットワーク計画の立案・評価手法の確立が期待できる。しかし、幾つかの指

摘がみられることから、指摘事項に留意しながら新規課題として採択することが妥当であると評価する。 

 

＜今後の研究計画・方法への指摘事項＞ 

1. 階層化度の定量化に向けて、専門家に対するアンケートは有効な方法のひとつだと考えられるが、より定量

的な方法（例えばリンクのトリップ長分布を使うことなど）についても検討すること。 

2. 研究成果の実務での利用に向けた道筋についても留意して研究を進めること。 

 

 

 
※本ＦＳ評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 39 回新道路技術会議において審議したものである。 

 




